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当初の研究計画は以下のようであった。
(1)超幾何関数を特異点での局所的な性質で特徴づけるために、 Riemannの問題を考え、そ
れを用いて新しい保型関数を見出す.
(2)超幾何関数から既に得られている保型関数を用いて、プレイド群の超幾何表現がfaithful
であることを証明する.
(3) (1)，(2)の結果を種々な分野に応用する。例えば、超幾何関数論、結び目・絡み目の理
論、整数論など。
(4) Aomoto-Gelfandによる他の超幾何関数についても次のような研究を行う:
定義域の基本群の決定、定義域の自己同型群とその不変式、新しい保形関数の構成、
これらに対する成果は次の通りである。
(1) Riemannの問題については、まず、 Wronskianが0をとらぬ為の十分条件をいくつ
か提出し、それを用いて、 LarricellaのFDおよびAppellの凡について、従来よりも弱
い条件の下で解くことに成功した。前者は筆者、後者はKatoによってもっと強い条件の
下で解かれていたが、それは特異点での関数の次数に関するもので、本質的に Wronskian
が恒等的には 0にはならぬことを保証するものであった。
(2)超幾何表現については、フレイド群のそれはfaithfulでないことが分かってしまった
が、代わりに純プレイド群についてはそうであるとの証明の骨格を作り上げた。今のとこ
ろ証明が完成したとは言い難いが、後は細部の詰めを残すのみである。
これにより、プレイド群の Conjugacyの問題を行列の計算に帰着させる可能性もでてき
た。また、超幾何関数の定義域が単連結と決まるので、その研究への貢献も期待できる。
(3)，(4)については殆ど成果無し。
しかし、 (1)，(2)が当初の主目的であって、 (3)は(1)，(2)が簡単に解けてしまった場合に備
えての、いわば予備の問題だったので、当初の最低限の目的は達せられたと思われる。
具体的な成果については発表論文、種々な学会での発表の原稿・抄録をつける。
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